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長年、官民が連携し鳥取の中心市街地の活性化に向けて取り組んできました。しかしながら、一定の成
果はあるものの、空き店舗の増加等にみられるように街中商業の衰退もあり、賑わいの喪失解消に至っ
ていません。中心市街地活性化は、まちづくりと地域商業の二つの観点で考える必要があり、それらを
鑑みると街の再生を考える時に来ています。鳥取の地域資源でもある中心市街地を、ゆるやかにコンパ
クトシティ、スマートシティとして魅力ある街に再生していくことが必要ではないでしょうか？
本フォーラムでは、まちづくりの専門家を招き、他都市のまちなか再生の事例や手法、地域商業の活性
化などについて講演いただくとともに、パネルディスカッションにて関係者と一緒になって考えていき
ます。
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委員長

新鳥取駅前商店街振興組合
副理事長阪神大震災で壊滅的な被害を被った神戸・

新長田地区において、タウンマネージャー
として11年間商店街の復旧復興事業に従
事。
商店街や中心市街地の活性化ビジョン策
定、商業者リーダーの育成事業に加え、タ
ウンマネージャーの育成や東日本大震災被
災商業地域の復旧復興事業に取り組む。
また、日頃からの備えとしてワークショッ
プ等を通じて地域の安全・安心マップ作成
にも各所で取り組んでいる。直近では空き
店舗対策や事業承継にも力を注ぐ。

■阪神淡路大震災から30年。都市再生の実例と経験を語る
・神戸・新長田地区の再生・活性化の取組 
・防災の観点から考える、都市再生の重要性
■住みたくなる中心市街地（まちなか）とは

ディスカッションテーマ

鳥取市のまちなかの現状・課題そして今後
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若桜街道活性化協議会 
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とりぎん文化会館 第一会議室
鳥取県鳥取市尚徳町１０１−５

講演テーマ



　現在の鳥取市の中心市街地は、1952年に発生した鳥取大火による火災復興土地区画整理事業や

駅前土地区画整理事業など、一体的な面整備により造られた地域となっています。建物の中には

建設された当時のまま老朽化が進み、雨漏り等の不具合が生じているものも存在しており、今後

は災害に強い街づくりに向けた取組も大切です。

　人口減少・高齢化や郊外への大型店舗出店などの影響もあり、往時と比べ中心市街地は衰退し

ているものの、交通の利便性、病院・学校・働き場等もあり暮らす上ではポテンシャルが高い地

域です。

　公共交通の自動化実験、鳥取駅前広場やバスターミナルの再整備、鳥取城跡の再整備等

も行われる中、中心市街地の新たな活性化に向けた根本からの取組が求められています。

　まちなか賑わい創出特別委員会は2023年3月に鳥取商工会議所内における、中心市街地の活性

化手法を検討する委員会として設置されました。

　メンバーは中心市街地に店舗を持つ商業者を中心に構成されており、商店街関係者やまちづく

りの専門家との意見交換などを重ね、まちの活性化策について検討してきました。

　また、他都市の現地視察を行うことで、中心市街地の再生事例や整備手法などを学んできまし

た。

　今回のフォーラムは、そんな活動の中で得た知見を中心市街地関係者や市民の皆さんと共有

し、より良いまちづくりに繋げたいという想いから企画しました。

【委員名簿】●岡 周一（担当副会頭） ●大田 斉之（委員長）　●中井 太一郎（副委員長）　
　　　　　　●赤山 渉　●真嶋 茂　●金居 洋子　●田村 康悦　●平木 美雪（オブザーバー）
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鳥取大火から70年。中心市街地の新たな活性化に向けて
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